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これらの機能はすべて同じように
思えるかも知れませんが、特定のアン
プやメーカによって意味がかなり異な
る場合があります。
当社では、静止時の電源電流が通常動作時の
レベルから低下したときのアンプの状態に対して
「パワーダウン」または「シャットダウン」という用
語を使います。電源電流は、一般にアンプの内部バ
イアス回路の電流を低減させることによって調整
します。たとえば、静止時の電源電流がノーマル・
モードでの動作時で数ミリアンペアのアンプでは、
パワーダウン・モードになるとわずか数マイクロ
アンペア、場合によっては数ナノアンペアにまで流
れる電流が低下します。アンプの出力電圧は、パワー
ダウン、シャットダウンのいずれのモードでも定義
されていません。
「ディスエーブル」という用語も、静止時の電源電流
が通常のオン状態よりも低下したときのアンプの
状態を指しますが、ディスエーブル・モードではそ
れに加えて出力が高インピーダンス状態になって
います。この状態は非常に役に立ちます。優れた入
出力間の絶縁を提供すると共に、出力をワイヤード
OR接続してマルチプレキシング（多重化）するこ
とができます。
データシートは注意深くお読みください。単なるパ
ワーダウン機能については、仕様表に電源パラメー
タについての短い説明が記載されていたり、通常時
の電源電流とパワーダウン時の電源電流の関係を
示すグラフが掲載されていることがあります。また、
温度範囲にわたってパワーダウン電流の変化を示
したグラフが掲載されている場合もあります。ディ
スエーブル機能（高インピーダンス状態）について
は、同じく仕様表に参照データがあることに加えて、
出力インピーダンスの周波数特性を示すグラフ（高

出力インピーダンスの周波数特性は一定ではない）
や、多重化アプリケーション向けデバイスの高イン
ピーダンス機能を示す回路例も示されています。さ
らに、パワーダウン・スレッショールド電圧にも注
意してください。オペアンプにはグラウンド・ピン
がないので、ほとんどのパワーダウン回路は内部で
電源レールの一つを基準とします。スイッチング・
レベルは従来のロジック信号と互換性がない場合
があるために、ある種のレベル変換が必要になる場
合があります。
すべてのメーカが用語を同じ意味で使用しているわ
けではなく、あるメーカがディスエーブルと呼んで
いるものを別のメーカではシャットダウンと呼んで
いる場合もあります。そのため、パワーダウン、シャッ
トダウン、ディスエーブルの定義については、各メー
カのデータシートを参照する必要があります。

A.

パワーダウン、シャットダウン、
スタンバイ、スリープ・モード、
ディスエーブルには、どのような
違いがあるのでしょうか？
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